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当
院
で
は
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
」を
導
入
し
、
8
月
26
日
に

岡
病
院
長
、
松
山
手
術
部
長（
泌
尿
器

科
長
）、
阿
部
事
務
部
長
ら
が
出
席
し

導
入
に
関
す
る
記
者
会
見
を
行
い
ま
し

た
。

　

記
者
会
見
で
は
、「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」を

使
用
し
て
行
う
手
術
の
適
応
症
例
や
世

界
に
お
け
る
臨
床
使
用
の
状
況
な
ど
の

説
明
の
ほ
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
実

演
・
見
学
、「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」の
実
演
・

見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」は
、
内
視
鏡
下
手
術

用
の
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
山
口
県
内
で

は
初
め
て
の
導
入
と
な
る
最
先
端
の
医

療
機
器
で
す
。
な
お
、
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
に
当
た
り
、
地
域
医
療
の
拠
点

と
な
る
高
度
・
専
門
医
療
機
関
の
機
能

強
化
支
援
と
し
て
、
山
口
県
か
ら
補
助

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の

適
応
が
認
め
ら
れ
て
い
る
診
療
領
域

は
、
一
般
消
化
器
外
科
、
胸
部
外
科
、

泌
尿
器
科
、
婦
人
科
で
す
が
、
当
院
で

は
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
保
険
適
用
と

な
っ
た「
前
立
腺
が
ん
の
全
摘
出
手

術
」か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
の
9
月
に
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
す
る
手
術
の

メ
リ
ッ
ト
は
多
く
、
（1）
従
来
の
開
腹
手

術
な
ど
に
比
べ
傷
口
を
最
小
限
と
す
る

こ
と
が
で
き
、
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
が

少
な
く
、
社
会
復
帰
が
早
い
、
（2）
3
次

元
画
像（
立
体
画
像
）で
手
術
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
よ
り
精
密
な
操
作

が
可
能
、
（3）
カ
メ
ラ
で
術
野
を
拡
大
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
繊
細
で

確
実
な
手
術
が
可
能
と
な
る
、（4）
ロ
ボ
ッ

ト
は
人
間
の
手
首
以
上
の
可
動
域
が
あ

る
た
め
、
手
術
を
ス
ム
ー
ズ
か
つ
安
全

確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
、
（5）
手
ぶ

れ
が
な
い
た
め
、
微
細
器
官
の
剥
離
、

縫
合
な
ど
の
精
度
が
格
段
に
向
上
す

る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

当
院
は
、
山
口
県
の
中
核
病
院
、
高

度
医
療
機
関
、
地
域
に
開
か
れ
た
病
院

と
し
て
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た

医
療
、
よ
り
先
進
的
な
医
療
の
実
施
な

ど
に
今
後
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

会見の様子：岡病院長

松山手術部長

地域医療
だより
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医
学
系
研
究
科
中
井
教
授
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
が
ん
治
療
に

新
た
な
道
を
つ
く
る
可
能
性
が
あ
る

研
究
成
果
を
発
表
!

やまぐち！ブチ元気！
～知っておきたいくすりのこと～

　
本
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
医

化
学
分
野
の
中
井
彰
教
授
、
藤
本

充
章
講
師
ら
を
中
心
と
し
た
研
究

グ
ル
ー
プ
が
、
産
業
技
術
総
合
研

究
所
の
夏
目
徹
主
任
研
究
員
ら
と

の
連
携
研
究
で
、
タ
ン
パ
ク
質
の

ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス（
恒
常
性
）を
調

整
す
る
た
め
の
基
本
的
な
仕
組
み

を
解
明
し
ま
し
た
。

　
細
胞
内
タ
ン
パ
ク
質
は
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
で
異
常
を
発
生
し
ま

す
。
そ
し
て
、
細
胞
は
、
そ
の
よ
う

な
タ
ン
パ
ク
質
の
異
常
を
元
の
状
態

に
修
復
す
る
た
め
に
、
ス
ト
レ
ス
タ

ン
パ
ク
質
の
量
を
調
節
し
適
応
し
ま

す
。
中
井
教
授
ら
は
、
そ
の
調
節
に

必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
複
合
体

（
H
S
F
1-
R
P
A
1
）を
発
見

し
、
こ
の
複
合
体
が
で
き
な
い
条
件

下
で
は
、
マ
ウ
ス
で
の
腫
瘍
形
成
が

抑
制
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
調
節
に
必
要
な
タ
ン

パ
ク
質
複
合
体
で
あ
る

R
P
A
1
の
相
互
作
用
を
断
ち
切

る
化
合
物
を
見
い
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
が
ん
の
治
療
薬
の
開
発
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
研
究
成
果
は
、
米
国

の
科
学
雑
誌

C
e
l
l
』（
8
月
30
日
付
け
）の

オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
8
月
25
日
、
K
R
Y
山
口
放
送
に
て「
製

薬
協
特
別
番
組
」が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
岡
病
院
長
、

V
T
R
で
は
臨
床
薬
理
学
　
古
川
教
授
他

が
出
演
し
、一
般
視
聴
者
1
0
0
名
を
招

待
し
た
会
場
で
、
地
域
医
療
の
現
状
や
、
薬

と
治
験
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
し
た
。

　「
乳
が
ん
の
治
療
の
今
」に
つ
い
て
の
特
集

で
は
、
乳
が
ん
は
現
在
16
人
に
1
人
が
か

か
る
病
気
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
山
口
県

で
は
乳
が
ん
の
健
診
率
が
全
国
最
下
位
で

あ
る
こ
と
に
触
れ
、
当
院
で
の
女
性
診
療
外

来
設
置
な
ど
積
極
的
な
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
治
療
に
つ
い
て
の
説

明
の
中
で
、
岡
病
院
長
は「
個
別
化
医
療
は

理
想
に
近
づ
い
て
き
た
。
副
作
用
が
少
な
く

な
る
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
治
療
が
大
切
。」

と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

お
名
前
は
?

磯
部
美
紀
で
す
。

認
定
看
護
師
の
分
野
は
？

ど
ん
な
お
仕
事
で
す
か
？

血
液
型
は
?

た
ぶ
ん
Ａ
型
で
す
。

自
分
を
動
物
に
例
え
る
と
？

ス
ヌ
ー
ピ
ー

（
動
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）

好
き
な
食
べ
物
は
？

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ら

ど
ん
な
種
類
で
も
好
き
で
す
。

趣
味
は
？

音
楽
鑑
賞

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
？

野
球

仕
事
を
し
て
い
る
中
で
、

楽
し
い
こ
と

（
う
れ
し
い
こ
と
）は
？

や
る
せ
な
い
思
い
や

無
力
感
な
ど
を
感
じ
た
時
に
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
言
葉
に

助
け
ら
れ
た
と
き

反
対
に
苦
し
い（
辛
い
こ
と
）は

あ
り
ま
す
か
？

と
こ
ろ
で
、犬
派
？
ね
こ
派
？

も
ち
ろ
ん
！
犬
派

小
さ
か
っ
た
頃
、

な
り
た
か
っ
た
職
業
は
?

小
さ
い
頃
の
夢
が
叶
い
ま
し
た
。

看
護
師
で
す
。

最
後
に
ど
ん
な
看
護
師
を

目
指
さ
れ
ま
す
か
？

患
者
さ
ん
の
言
葉
を
受
け
止
め
、

心
を
し
っ
か
り
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
看
護
師
を
目
指
し
た
い

で
す
。

　看護部では、昨年秋より、このようなウエルカムボードを看護部研修室前に設置して
います。このウエルカムボードの設置は、フィッシュ哲学の「人を喜ばせることで、その喜
びを分かち合う。遊び心を持って自由性を発揮する」という考えを取り入れ、まず、私た
ち看護部から明るく元気な気持ちを発信していこうという取り組みの一つです。イン
ターンシップや病院見学に来る学生さん、他病院の来訪者の方々への歓迎のメッセー
ジを書いたポスター以外にも、情報共有のため研修会の開催予定などを書いた職員向
けポスターを作成しています。魅力的な職場環境つくりの一役を担っているウエルカム
ボードをぜひ一度ご覧ください。

看護部から明るく元気な気持ちを発信！

ウエルカムボードを
ぜひご覧下さい！

看護部
認定看護師さんに
インタビュー

看護部
認定看護師さんに
インタビュー

が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看

護
師
で
す
。
2
0
1
0
年
に

新
し
く
認
定
さ
れ
、
放
射
線
治
療
を

受
け
る
患
者
さ
ん
の
看
護
に
特
化
し

た
分
野
で
す
。
放
射
線
治
療
を
受
け

ら
れ
る
患
者
さ
ん
が
計
画
さ
れ
た
治

療
を
完
遂
で
き
、
治
療
効
果
が
高
ま

る
よ
う
、
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を

も
と
に
有
害
事
象
の
予
防
・
緩
和
、

日
常
生
活
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
看
護
ス
タ
ッ
フ
へ
の
指
導

や
相
談
も
行
い
ま
す
。

が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看

護
師
と
し
て
成
長
で
き
る
ま
で

遠
い
道
の
り
を
感
じ
ま
す
が
、

い
ろ
ん
な
経
験
を
積
み
重
ね
て

成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
24
年
8
月
1
日
付
で
山
口
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
　
器
官
病
態
内
科
学（
第

二
内
科
）の
教
授
お
よ
び
診
療
科
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
矢
野
雅
文
と
申
し
ま
す
。
科
長
と
し

て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
、
伝
統
を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
な
が
ら
臨

床
、
研
究
、
教
育
を
有
機
的
に
調
和
さ
せ
、
私
な

り
の
新
し
い
カ
ラ
ー
を
出
し
て
教
室（
科
）を
発
展

的
に
導
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
、
昭
和

58
年
に
山
口
大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
第
二
内
科

に
入
局
し
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
班
に
所
属
、
循
環
器

! !! !

就任のご挨拶治験功労者の先生方を表彰

　
7
月
25
日
、
病
院
運
営
審
議
会
で
、
平

成
23
年
度
治
験
功
労
者（
個
人
賞
・
団
体

賞
）の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
当
院
に
お
い
て
受
託
・
実
施

中
の
治
験
に
対
し
、
特
に
貢
献
し
た
医
師

及
び
診
療
科
の
功
績
を
表
彰
す
る
こ
と

で
、
医
師
等
の
勤
務
意
欲
の
高
揚
と
さ
ら

な
る
治
験
の
推
進
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
個
人
賞
で
は
武
藤
正
彦
教
授
を
は
じ
め
、
森
重
直
行
講
師
、
尾
本
雅
俊

助
教
、
原
田
英
宜
助
教
、
山
口
道
也
助
教
が
受
賞
、
団
体
賞
で
は
皮
膚
科

が
受
賞
し
、
岡
病
院
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
救
急
）診
療
を
す
る
傍
ら
心
不
全
に
関
す
る
研
究

に
も
長
年
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

経
験
を
い
か
し
て
高
度
先
進
医
療
や
最
新
の
研
究

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
第
二
内
科
は
、
循
環
器
疾
患
を
中
心
に
呼
吸

器
、膠
原
病
、腎
疾
患
を
担
当
し
て
い
ま
す
。昨
今
、

高
齢
化
に
伴
い
循
環
器
疾
患
患
者
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
さ
ら
に
腎
臓
病
や
呼
吸
器
・
感
染
症

の
合
併
に
よ
り
病
態
は
複
雑
化
し
多
臓
器
障
害
に

よ
り
重
症
化
す
る
こ
と
を
臨
床
実
地
上
し
ば
し
ば

経
験
い
た
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
病
態
に
お
い
て

も
当
科
は
そ
の
幅
広
い
診
療
領
域
を
活
か
し
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
専
門
性
に
裏
付
け
さ
れ
た

高
度
な
総
合
内
科
的
診
療
の
充
実
を
は
か
り
科
と

し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、一
人
で
も
多
く
の
有
能
な
医
師
を

養
成
し
地
域
医
療
に
貢
献
す
べ
く
教
室
員
一
丸
と

な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

第二内科長　矢野　雅文

個人賞
1位 武藤正彦教授／皮膚科 4症例 5症例

投与症例 同意取得症例

団体賞
1位 皮膚科 8症例 9症例

投与症例 同意取得症例

毎週水・土・日曜日
11：45～12：00、20：00～20：15

放送日

放送局 山口ケーブルビジョン（ケーブルTV）

「山口から世界へ！」世界をリードする
最先端の研究をわかりやすく地域へ紹介！！

上記時間帯にて、絶賛放送中！！

※放送時間は、変更される場合があります。
医進！前進！
　　～山口大学医学部研究室探訪～

　このたび、医学部および附属病
院に対して、愛着を深めていただ
くために、医学部の徽章（ピンバッ
ジ）を作成し、教職員・学生に配
布することにしました。
　デザインは、医学部の旗にある
医学部のマークをそのまま使用
し、色は、教職員は「紺色」、学生
は「緑色」です。
　ピンバッジは出来次第お配りい
たします。是非ご着用ください。

教職員用 学生用

医学部の徽章（ピンバッジ）を作成！

会見の様子（左から、藤本講師、中井教授、坂井田医学系研究科長、丸本学長、三池副学長（学術研究担当））

記者会見にて説明をする中井教授

『
M
o
l
e
c
u
l
a
r

H
S
F
1-

山
大
病
院 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
紹
介
。

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
ま
つ
わ
る
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト

様
々
な
出
来
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



ご意見・ご要望をお待ちしています！！

PICK UPコラム

野菜を食べてますか？
萩市・野菜ソムリエ　和田浩二さん

　地域医療推進学講座の中村です。この仕事をしていると、“美味しい魚を食べられていいですね”と、よく言われ
ます。地域医療→離島→海が近い→魚が美味しい！と、連鎖的に思われがちですが、“魚だけではなく、島の野菜も
美味しいですよ”と、返答することにしています。ある島の診療所の先生のお話しですが、島の農業には冷蔵用の保
存設備もなければ、物流も限られています。島の野菜は、島特有の土壌と水と潮風という恵まれた環境の中で、島
の斜面でしっかり太陽光を浴びて育ち、一番おいしい時期を見計らって収穫され、食べられるから美味しいのだそ
うです。この言葉を聞いてから、島だけではなく地域の野菜にも目を向けています。地域も島と同じように人と野菜
の距離が近いのではないかと。人の愛情を一身に受けた野菜は絶対に美味しいはずです。ところで、萩市には学生
や研修医の実習等でよく出かけますが、帰りに必ず立ち寄る所があります。道の駅萩往還の“野菜まあと”です。昔
の萩有料道路の料金所のところといえばピンとくるのではないでしょうか。ここに野菜ソムリエの資格を持つ和田
浩二店長がおられます。とても気さくな方で、旬の野菜や、その食べ方やレシピも教えてくれます。萩の新しい品種
の野菜なども教えてくれて、逆に感想を求められたりします。地域の野菜をみていると、私もたまには料理でも作ろ
うかというモチベーションが湧いてくるので不思議です。

○こんな情報を取り上げてほしい
○こんな特典があれば嬉しい
○このコーナーが面白かった／面白くなかった etc.

ご意見・ご要望は
こちらへ

<ストレスを感じる時におすすめハーブ♪の巻>
ハーブを使ったまめまめ情報

　新年号からリニューアルした本誌「山大病院だより」。
今後、ますます充実した誌面にしたいと考えておりますので、
読者である皆さまからの活発なご意見・ご要望をお待ちしています。

萩往還道の駅・“野菜まあと”にて、野
菜ソムリエの和田さんとのツーショッ
トです。とても丁寧な方で野菜のこと
だけでなく、料理レシピなども細かく
教えてくれます。お店の商品の９割以
上は萩市や周辺の市町村で収穫され
たいわゆる地物ばかりですので、安心
安全です。スーパーでは体験できな
い、何となく昭和を感じさせるレトロな
買い物が楽しめます。

地域医療
だより
地域医療
だより
地域医療
だより

【地域医療推進学講座、中村浩士】

萩市旧松本村は吉田松陰生誕の地であり、
かつて松下村塾があった地です。江戸時代
から柿の栽培がさかんで（松本柿）として知
られ、その味の良さから、昭和天皇に献上さ
れた歴史もあるそうです。品種は西条柿で、
渋抜きしたものを生食で、または吊るし柿
でいただきます。1859年冬、吉田松陰が萩
の獄中で、絶食していた際母が吊るし柿を
差し入れた史実があります。我が子の身を
案じて差し入れた柿はきっと松蔭の好物で
あったことでしょう。そして、この地に、現在
も樹齢150年以上の柿の木が10数本現
存し、大切に守り育てられています。この松
蔭柿は普通の西条柿と少し異なって割れ目
の線が少なく種がほとんどないことです。味
は上品で甘く、いくらでも食べられます。

萩原産の香酸柑橘だそ
うで、カボスやスダチの
仲間です。唐揚げや焼き
魚等に少し垂らすと料理
がグレードアップします。

ドレッシングやマヨネー
ズをつけない、丸齧りの
うまさを教えてくれます。

山口県萩市田万川・須
佐地域を中心に栽培
されています。

相島は萩沖14kmの
島で相島産のスイカも
有名です。独特の火山
灰の土壌がこれらの作
物の生育に適している
と言われています。

●使用ハーブ→ラベンダー
　

アイピローの作り方　

①ドライラベンダーとあら塩を1：1で
　混ぜます。
※湿った塩の場合はフライパンで炒って乾燥させてから
　混ぜてください。

②目の上にのせた時に心地よい重さになるくらいの量を
　布袋に入れて出来上がり！

by ストレスに負け気味な編集者Ｍ（‾▽‾*）

● 編集担当（総務課・総務係：H.N・M.A）

秋です (*^▽^)b
食欲の秋、芸術の秋、読書の秋…皆さまは何の秋でしょうか？
ちなみに、私は…○○の秋です（秘密ですヾ（≧∇≦）ノ”）
　今号も読んでいただき…感謝です★

「人」紹介コーナーも始まりました。
「出たい」「目立ちたい」など、自己主張が強い方、キャラの濃い方
大歓迎ですので、お待ちしております (^-^)/

これからも、末永くご愛読のほどよろしくお願いいたします（〃▽〃）

①

②

③

茹でたブロッコリーを
耐熱小皿かアルミ
カップに入れる。
マヨネーズを少し垂ら
し、とろけるチーズを
振りかける。
オーブンでチーズの
表面が軽く焦げる程
度に焼くと出来上がり
です。

おとうさんの超簡単レシピ

野菜嫌いの子供も
必ず食べる！

大島診療所の先生もご推薦です。
大島産のブロッコリーはこの時期しか食べられ
ません。スーパーのものとは確実に違います。

和田さんお奨めの の野菜＆果物10月


